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ジョブレス・リカバリー
日本総合研究所理事 翁 百合

米
国
で
は
、
緩
や
か
な
景

気
回
復
の
中
、

月
の
失
業

率
が
９
・
４
％
と
依
然
と
し

て
高
く
、
ジ
ョ
ブ
レ
ス
・
リ

カ
バ
リ
ー（
雇
用
な
き
回
復
）

の
状
況
に
あ
る
。

ジ
ョ
ブ
レ
ス
・
リ
カ
バ
リ

ー
は
、
米
国
で
多
く
の
議
論

を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
第

一
に
、
雇
用
機
会
と
失
業
者

の
ス
キ
ル
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
。

第
二
に
、金
融
政
策
の
限
界
。

米
国
の
中
央
銀
行
「
連
邦
準

備
制
度
理
事
会
」（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

は
、
物
価
の
安
定
と
雇
用
の

最
大
化
の
二
つ
を
目
標
と
し

て
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
世

界
経
済
の
急
速
な
構
造
変
化

に
よ
り
、
目
標
の
達
成
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と

い
う
点
が

議
論
さ
れ

て
い
る
。

第
三
に
、

国
益
と
企
業
利
益
の
関
係
。

す
な
わ
ち
、
多
国
籍
企
業
の

利
益
の
回
復
が
国
内
の
雇
用

状
況
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
が
、
米
国
民
の
い
ら

立
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

第
二
、第
三
の
論
点
は「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
雇

用
へ
の
影
響
を
ど
う
と
ら
え

る
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
な

が
る
。

日
の
米
中
首
脳
会

談
で
は
、
中
国
に
よ
る
ボ
ー

イ
ン
グ
機
２
０
０
機
の
受
注

を
含
む
４
５
０
億
㌦
（
約
３

・
７
兆
円
）
の
輸
入
に
つ
い

て
合
意
し
た
。
オ
バ
マ
大
統

領
は
こ
れ
を
米
国
の
雇
用
に

結
び
つ
く
と
評
価
し
た
が
、

例
え
ば
ボ
ー
イ
ン
グ
機
は
輸

入
部
品
の
固
ま
り
で
あ
り
、

追
加
的
雇
用
の
多
く
は
海
外

に
漏
出
す
る
。こ
の
こ
と
は
、

こ
う
し
た
取
引
が
企
業
利
益

ほ
ど
に
は
、
雇
用
創
出
に
直

結
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
他
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

な
ど
の
よ
う
に
外
国
資
本
を

積
極
的
に
導
入
し
、
国
内
雇

用
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
る

事
例
も
み
ら
れ
る
。

わ
が
国
で
も
、
大
学
生
の

就
職
内
定
率
が
７
割
を
切

り
、
過
去
最
低
の
水
準
で
あ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
、
雇
用
問
題
で
は
米
国
同

様
に
困
難
な
状
況
に
直
面
し

て
い
る
。
企
業
側
の
採
用
制

度
の
抜
本
的
改
革
に
向
け
た

努
力
も
重
要
だ
が
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
長

期
的
な
雇
用
創
出
に
向
け
た

政
府
の
戦
略
的
な
対
応
が
一

層
重
要
と
な
っ
て
い
る
。


